
 

 

 

 

 

 

小中一貫した教育 

教務主任         

 

令和４年度より全面実施となった「小中一貫した教育」。小学校と中学校が互いにつながり、学び合いながら、

途切れることなく、全ての子どもに寄り添い、見守り、育むことをめざしています。 

今年度、さらに取組を推進していくため、これまでの具体的な取組を基に、厚別南中学校区の中で「令和７

年度の重点」を位置付けました。3つの重点と、その取組についてお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 学校と地域が連携して子どもたちを育てていく仕組みのことです。 

保護者や地域の皆さんに学校運営に参画していただくために、厚別南中学校区で「学校運営協議会」を設

置し、子どもたちがどのような課題を抱えているのか、地域でどのような子どもを育てていくのかという「目

標・ビジョン」などを話し合います。将来的には、「さっぽろっ子サミット」とつながり、子どもの声を学校

運営に反映させることを目指します。 

令和８年度の実施に向けて、教職員向けの学習会を開いたり、学校運営協議会委員への説明会を実施する

など、準備を進めています。 

 

毎年子どもたちに行っている「学習などについてのアンケート」などの結果から、厚別南中学校区の児童

生徒たちの自己有用感を高めていく必要がある、という課題が見えてきました。自己有用感とは、「自分は誰

かの役に立っている」「自分は必要とされている」と感じることです。 

この課題を解決していくための具体的な手立てを模索するために、今年度は６つの分科会を設置しました。

それぞれの分野で児童生徒のために小中でどのような取組ができるか、年間を通して活動していきます。 

 

これまで、夏・冬２回の合同研修会を中心に、「小中一貫した教育」を進めてまいりました。 

小学校・中学校間での情報交流や相互理解を経て、「９年間で児童生徒を育てていく上での課題」が見えて

きました。分科会を設置して問題解決にあたったり、学校運営協議会設立の準備を始めたりするなど、組織

づくりも進んできています。 

これからも、この地域で９年間、義務教育を受ける子どもたちが、それぞれの時期に必要な教育を受け、

自立した札幌人になれるように、パートナー校同士で協力していきます。 
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